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2017年度以前⼊学⽣対象

薬学部は、建学の精神「報恩感謝」を基に、「科学的な専⾨知識と技能および実践⼒、⾼い倫理

性と豊かな⼈間性を併せ持つ薬剤師の育成」を教育⽬標に定めている。この⽬標を達成するため

に、学習成果基盤型教育に⼒点を置き、次のような⽅針で教育課程を編成する。なお、カリキュ

ラムの全体像、ディプロマ・ポリシーと各授業の関連性、6年間での学習の流れは、カリキュラム

ツリーおよびカリキュラムマップで明⽰している。

４. 薬学専⾨教育科⽬の基礎から医療にわたる多様な⼀般⽬標と到達⽬標は、薬学教育改訂モデ

ル・コアカリキュラム（コアカリ）に対応し、卒業時に薬剤師として求められる基本的な資質を段

階的に⾝につけるために、薬の専⾨家として知識・技能・態度の深化を図る教育を展開する。

１. 建学の精神に則り、互いの「いのち」を尊び、感謝の⼼で接し合う社会の創造に資する医療⼈

としての⼈格形成を⽀援するために、ヒューマニズム・医療倫理・医療安全に関する教育科⽬を⼊

学直後から６年間を通して学ぶ。

２. ヒューマニズム・医療倫理・医療安全、コミュニケーション能⼒、問題解決能⼒、基礎科学の

技能に関する科⽬は、１年次の共通教育科⽬から専⾨教育科⽬へと連携して学修し、医療⼈として

の態度・技能の基礎を築く。

３. 共通教育科⽬では、⾃⽴と共⽣の態度を培い、医療⼈としての信頼関係を醸成する態度と⼼構

えを⾝につけるために、語学、情報リテラシー（収集・理解・活⽤⼒）と幅広い思考⼒の育成お

よび倫理観やコミュニケーション能⼒を修得する。

５. コアカリに対応した薬学専⾨教育科⽬に加えて、本薬学部で独⾃に定めたアドバンスト科⽬、

学⽣の多様な進路に対応するための栄養情報担当者養成講座やスキルアップセミナーなどを開催

し、医療や科学の進展に対応できる教育を実施する。

６. 卒業研究では、個別指導による実習・討論・発表を含む参加型学習を通して、観察⼒や創造⼒

を育み、既に修得した知識・技能・態度の実践⼒や問題解決能⼒を磨く。研究者としての責任感、

倫理観を学び、チームで活動するためのコミュニケーション能⼒を養う。


